
 京都市立学校施設使用規則の全部を改正する規則を公布する。 

  平成２２年３月２６日 

京都市教育委員会 

委員長 藤原勝紀 

京都市教育委員会規則第１０号 

   京都市立学校施設使用規則の全部を改正する規則 

 京都市立学校施設使用規則の全部を次のように改正する。 

   京都市立学校施設使用規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき，法

令その他別に定めるもののほか，学校施設の使用について必要な事項を定めるもの

とする。 

（定義） 

第２条 この規則において「学校施設」とは，学校（幼稚園を含む。以下同じ。）の

建物その他工作物及び土地（学校のために貸借権，使用貸借による権利その他当該

工作物又は土地を使用する権利が設定されているものを含む。）をいう。 

（使用許可） 

第３条 教育長は，使用の日時，場所，目的，態様等及び学校施設の構造，形態等（以

下「使用目的，学校施設の構造等」という。）を考慮して学校施設の用途及び目的

に支障がない場合に限り，学校施設の使用を許可することができる。 

２ 教育長は，前項の規定により許可をする場合において，学校施設の管理その他の

理由により必要があると認めるときは，条件を付することができる。 

（使用の不許可） 



第４条 前条の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当するときは，使用を許

可することができない。 

 ⑴ 公の支配に属しない慈善，教育又は博愛の事業と認められるとき。 

 ⑵ 宗教上一宗一派による宗教的宣教を目的とすると認められるとき。 

 ⑶ 一党一派による党派的政治活動と認められるとき（公職選挙法に定めがあると

きを除く。）。 

 ⑷ 営利を目的とすると認められるとき。 

 ⑸ 前各号に掲げるもののほか，公益に反するおそれがあると認められるとき。 

（使用時間） 

第５条 学校施設の使用を許可する時間は，午前９時から午後９時までとする。ただ

し，継続的な学校施設の使用その他特に教育長がやむを得ないと認める場合は，こ

の限りでない。 

２ 第１１条に規定する原状の回復のために要する時間であって，相当と認められる

時間は，前項本文の使用を許可する時間には含めないものとする。 

（使用許可申請） 

第６条 学校施設の使用の許可を受けようとする者（以下「申請者」という。）は，

別に定める日までに申請書（別記様式）を教育長に提出しなければならない。この

場合において，使用目的，学校施設の構造等に応じて，特に必要があると認める場

合は，別に定める様式を使用することができる。 

２ 前項の場合において，校長又は園長（以下「校長」という。）は，必要があると

認めるときは，事実を調査し，及び支障の有無等について意見を申し出ることがで

きる。 



３ 前項の規定にかかわらず，教育長は，社会教育のために学校施設の使用を許可し

ようとするときは，あらかじめ，校長の意見を聞かなければならない。 

（使用許可の通知） 

第７条 教育長は，使用の許可の申請があったときは，速やかに許可するかどうかを

決定し，申請者に対して通知しなければならない。 

２ 使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は，その地位を第三者に譲渡

し，又は当該学校施設を専ら第三者の用に供させてはならない。 

（使用の監督） 

第８条 教育長又は校長は，事故その他危険な事態の発生を防止するために，使用者

に対して，学校施設を使用する人員を制限し，必要な人員を配置させ，その他必要

な措置を講じることを命じることができる。 

２ 前項に規定するほか，使用者は，校長その他の職員及び教育委員会事務局の職員

の指示に従わなければならない。 

（使用許可の取消し） 

第９条 教育長は，使用者が次の各号のいずれかに該当するときは，当該許可を取り

消し，又は当該学校施設の使用を中止させることができる。 

 ⑴ 公用又は公共用に供する必要が生じたとき。 

 ⑵ 第３条第２項に規定する条件に違反したとき。 

 ⑶ 前条の命令又は指示に違反したとき。 

 ⑷ 偽りの申請その他不正な行為により学校施設の使用の許可を受けたとき。 

 ⑸ 前各号に掲げるもののほか，法令，この規則等の規定に違反したとき。 

（使用料及び実費弁償） 

第１０条 学校施設の使用料は，市長が定めるところによる。 



２ 学校施設の使用に係る実費は，使用者が弁償しなければならない。 

（原状回復義務等） 

第１１条 使用者は，使用が終了したときは，速やかに学校施設，備品その他の物件

を原状に回復しなければならない。この場合において，学校施設を清掃し，及び火

気の始末を確かめなければならない。 

２ 使用者は，学校施設を使用する際に，学校施設，備品その他の物件を滅失し，又

は破損したときは，弁償しなければならない。 

（報告） 

第１２条 使用者は，当該学校施設の使用を終えたときは，その旨を校長に報告しな

ければならない。ただし，別に定める場合は，この限りでない。 

（委任） 

第１３条 この規則で別に定めることとされている事項及びこの規則の施行に関し必

要な事項は，教育長が定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は，平成２２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日前にこの規則による改正前の京都市立学校施設使用規則（以

下「改正前の規則」という。）の規定による許可の申請を行ったものであって，こ

の規則の施行の際許可又は不許可の通知を受けていないものは，この規則による改

正後の京都市立学校施設使用規則（以下「改正後の規則」という。）の規定による

許可の申請を行ったものとみなす。 

３ この規則の施行の日前に改正前の規則の規定による許可を受けたものは，改正後



の規則の規定による許可を受けたものとみなす。 

４ 従前の別記様式第１号は，所要の調整をして，当分の間，これを使用することが

できる。 

（関係規則の一部改正） 

５ 京都市立学校体育施設の開放事業に関する規則の一部を次のように改正する。 

  第５条中「第３条から第９条まで」を「第３条及び第５条から第８条まで」に改

める。 



別記様式（第６条関係）  

学校施設使用許可申請書 

(あて先)京都市教育委員会教育長 年    月    日

申請者の住所(団体にあっては主たる事

務所の所在地) 

申請者の氏名(団体にあっては名称及び

代表者名) 

電話   ─      

 

京都市立学校施設使用規則第６条第１項により，次のとおり，学校施設の使用の許

可を申請します。 

使 用 目 的  

予 定 人 数                        人 

使用する学校の名称  京都市立       学校・園 

使用の範囲及び数量  

使用年月日及び時間 
    年  月  日    時  分から 

    年  月  日    時  分まで 

使用中の責任者の住

所及び氏名 

 

会費・料金徴収  □有 □無 会費・料金徴収又は

物品等販売の有無 物 品 等 販 売  □有 □無 

 注１ 該当する□には，レ印を記入してください。 

  ２ 会費・料金徴収又は物品等販売を行う場合は，その詳細が分かる資料及び収

支計画書を添付すること。 

  ３ 開催通知書，プログラムその他参考資料がある場合は添付すること。 

（教育委員会事務局総務部総務課） 


